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建
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置

3

女

教

主

(
マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト
)

4

プ

レ
ト

・
ヴ

エ
リ

臼
の
日

の
儀

礼

5

教
会

の
経

済

状

態

6

信

者

数

と

階

層

7

教

会

に

つ

い

て

の
ま
と

め

五

林

田
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人
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教

父

(
パ

イ

.
ペ

ケ

ノ
)

六

お

わ

り

に

一

は

じ

め

に

ア

フ

ロ

●
ブ

ラ

ジ

ル

の

エ

ス

ピ

リ

タ

(国
ω鴇
『
津
餌

〉
ヰ
o
,

じd
H
餌
ω
=
似
「
p。
)

に

つ

い
て
は
、

す

で

に

一
九

八

一

『
宗

教

と

社

会

』
春

秋

社

一
九

八

二

『
ラ

テ

ン
ア

メ
リ

カ

の
宗

教

』

大

明
堂

一
九

八
四

『
立

教

大

学

ラ

テ

ン
ア

メ
リ

カ
研

究

所

報

』
創

立

二
〇

周
年

記

念

号

一
九

八

六

『
世

界

の
地

理
』

朝

日
新
聞

社

な

ど

に
論

文

を
発
表

し

て

い
る

の

で
、

一
九

八

八
年
、

サ

ン
パ

ウ

ロ
に
お

け

る
ウ

ン
バ

ン
ダ

の
小

さ
な
教

会

の
実

態
調

査

の
報
告

を

す

る

の
が
、

本
稿

の
目
的

で
あ

る
。
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ニ

ウ

ン
バ

ン
ダ

に

つ
い
て

一
九

八
〇

年

ア

フ

ロ

・
ブ

ラ

ジ

ル

の

エ
ス
ピ

リ

タ

(
心
霊

主

義

信

者
)

は
、

統

計

上

で
は

二
五
〇

万

に
す

ぎ
な

い
が
、

力
ト

リ

ッ

ク
信

者

で
あ

っ
て

エ

ス
ピ

リ

タ
活

動

に
参

加

し

て

い

る
潜

在

的

信

者

は

三
、
三
〇

〇

万

を
超

え

て
、

ブ

ラ

ジ

ル
人

口

の
三

〇

%

以

上

で
あ

る

(『
世

界

キ

リ

ス
ト
教

百

科

事

典

』

教

文

館

、

一
九

八

六

年

、

七

四

一
～

七

四

三

頁
)
。

人

口
約

一
億

三

千

万

の
九

〇

%

が

力

ト

リ

ッ
ク
信

者

で

あ

る
世

界
最

大

の

カ
ト

リ

ッ
ク
国

ブ

ラ

ジ

ル

で
、

そ

の
三

〇
%

が

ア

フ

ロ

・
ブ

ラ
ジ

ル

の

エ
ス
ピ

リ

タ

で
あ

る

こ
と

は
、

ブ

ラ
ジ

ル
宗

教

の
著

し

い
特

徴

の

「
つ
で
あ

る
。

ブ

ラ
ジ

ル
司
法

省

は
、

一
九

六

五
年

以
後

、

そ

れ

ま

で

エ
ス
ピ

リ

タ
と

一
括

し

て
発

表

し

た
統

計

を

、

カ

ル
デ

シ

ス
タ
部

門

と

ウ

ン
バ

ン
ダ
部

門

に
分

類

し
た
。

現
在

で
は
、

前

者

を

ア

ル
ト

・
エ

ス
ピ

リ

テ

ィ

ス

モ

(霞
σq
げ

ω
℃
三

鉱
ωヨ
)
、

後

者

を
バ

イ

シ
オ

.
エ

ス

ピ

リ

テ

ィ

ス

モ

(δ
≦

畳

導

画ω
ヨ

)

と

し

て

分

類

し

て

い

る
。

ハ
イ

.
ス

ピ

リ

テ

ィ
ズ

ム
は

、
≧

き

凶
9。
『
匹
Φ
o

の

心

霊

術

を

受

け

つ

い

だ

正

統

的

カ

ル
デ

シ

ズ

ム

を

信

仰

す

る

少

数

派

で
、

科

学

、

哲

学

、

宗

教

な

ど

を

強

調

し
、

社

会

福

祉

の
面

で
積

極

的

活

動

を

展

開

し

て

い

る
。

ロ

ー

・

ス

ピ

リ

テ

ィ

ズ

ム

は

ア

フ

ロ

。
ブ

ラ

ジ

リ

ア

ン

・
カ

ル

ト

(〇
二
洋
O
ω

四
坤
9
ぴ
「
O
ω
鵠
蝕
触
O
ω
)

で
、

ヨ

ル

バ

系

、

バ

ン
ト

ゥ
系

の

ア

フ

リ

カ
古

来

の
宗

教

か

ら

派

生

し

た

多

く

の
教

派

の
総

称

で

あ

る
。

ア

フ

ロ

・
ブ

ラ

ジ

ル

の

エ

ス

ピ

リ

タ

と

は

、

後

者

の

ロ
ー

・
ス

ピ

リ

テ

ィ

ス

ト

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

こ

の

ア

フ

ロ

.
ブ

ラ

ジ

リ

ア

ン

・
カ

ル

ト

に

は
無

数

の
分

派

が

あ

る
。

古

谷

嘉

章

は

従

来

の

分

類

法

を

検

討

し

「
カ

ン
ド

ン
ブ

レ

・
ナ

ゴ

・
モ
デ

ル
」

(o
き

9

ヨ
幕

2
譜

◎
竃

。
琶

)

と

「
ウ

ン
バ

ン
ダ

.
モ
デ

ル
」

(q
]3
げ
9ρ
コ
血
鋤
竃

o
α
①
一)

の
二

つ
の

モ
デ

ル

を
提

出

し

て

い
る

(『
民
族

学

研
究

』
五

↓
巻

三
号

別

冊

、

一
九

八

六
年

一
二
月

、
二
四

八

～

二
七

四
頁
)
。

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
は
、
バ

イ

ア
州

で
形

成

さ

れ

た
教

派

で
、

ヨ
ル
バ
族

の
神

霊

で
あ

る
オ

リ

シ

ャ
崇

拝

の
儀

礼

の

シ

ス
テ

ム
と

い
え

る
。

そ
れ

ぞ

れ

の
オ

リ

シ

ャ

(O
「
詳
似
)

は
、

カ
ト

リ

ッ
ク

の
聖

人

(
キ

リ

ス
ト

や
聖

母

を

含

む
)

に
対
応

し

て
お

り
、

信

者

は

そ

れ

ぞ

れ
特

定

の
オ

リ

シ

ャ
を

自

分

の
守

護

霊

と

し

て
も

っ
て

い
る
。

カ

ル
ト

・
グ

ル
ー
プ

は
儀

礼

を

お

こ
な

う
教

会

(什Φ
霞
Φ
蹄
P

8
昌
9

)
に
所

属

し
、
リ

ー
ダ

ー

は

原

則

と

し

て
女

性

の
霊

媒

で

あ

り
、

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

(ζ

餓
Φ
鳥
Φ

Qo
餌
葺
o
)

と

呼

ぼ

れ

て

い
る
女

教

主

で
あ

る
。

霊

媒

還
自

分

の
指
導

霊

に
よ

っ
て
愚

依

さ

れ

る

だ
け

で
あ

り
、

他

の
オ

リ

シ

ャ

が

愚

依

す

る

こ
と

は

き

わ

め

て
少

な

い
。

死

者

の

霊

(Φ
σq
琶

)
も

愚
依

し

な

い
か
ら

、

イ

ン
デ

ィ
オ

の
死

霊

で
あ

る

カ

ボ

ク

ロ

(o
鋤
ぴ
o
⊆
o
)
は

ア

フ

ロ
系

オ

リ

シ

ャ
で
な

い

の
で
・

カ

ン

ド

ン
ブ

レ

で
は
排

除

さ
れ

て

い
る
。

以

上

が

「
伝

統

的

カ

ン
ド

ン

ブ

レ
」

の
主

な
形

式

的

特

徴

で

あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

は
、

一
九

二
〇
年

代

に
成

立

し
、

各

グ

ル

ー
プ

の
独
立

性

・
自

律

性

が
高

く

て
標

準

化

し

に
く

い
だ
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け

で
な
く

、

黒

人

奴

隷

の
も

っ
て
き

た

ア

フ
リ

カ

の
宗

教

、

原

住

民

イ

ン
デ

ィ

オ

の
宗

教

、

カ
ト

リ

シ
ズ

ム
、

カ

ル
デ

シ
ズ

ム
、

東

洋

の
宗

教

な

ど

の
諸

要

素

を
採

り

い
れ
、

採

用
混

合

の
程
度

も

そ

れ

ぞ

れ

の
グ

ル

ー
プ

で
異

な

る

の

で
、

き

わ
め

て

シ

ン
ク

レ
テ

ィ

ッ
ク

で
、

著

し

い
多

様

性

が

み
ら

れ

る
。

し

た

が

っ
て
、

正
統

的

カ

ル
デ

シ
ズ

ム

か

ら

は
、

カ

ル
デ

シ
ズ

ム

の

「
黒

色

化

」

(Φ
ヨ
,

買

Φ
8
α
旨
Φ
葺

o
)

と

し

て
非

難

さ

れ
、

伝

統

的

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
か

ら

ま
、

ア

フ

ロ

・
ブ

ラ
ジ

リ

ア

ン

・
カ

ル
ト

の

「
白

色

化

」

(Φ
ヨ
,

げ
「
餌
昌
ρ
二
Φ
O
一ヨ
Φ
口
8

)

と

し

て
軽

蔑

さ

れ

て
き

た
。

一
九

三

〇
年

の
ヴ

ァ
ル
ガ

ス
革

命

に
始

ま

り

一
九

六
〇
年

代

に

推

進

さ

れ

た
ブ

ラ
ジ

ル
の
都

市

化

・
工
業

化

.
近

代

化

の
主

導

的

役

割

を

は

た

し

た

の
が
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
信

者

で
あ

る
と
高

い
評

価

を

し

て

い
る
学

者

も
多

い
。

国
ω
9
Φ
【
勺
「①
ω
ωΦ
一
は
、

ブ

ラ
(翌

ル

と

い

う

発

展

途

上

国

に

お

け

る

宗

教

的

革

新

と

解

釈

し
、

幻
Φ
昌
簿
o
O
簿

N
は
、
都

市
産

業

社

会

の
提

供

し

た
新

し

い

コ
ー
ド

に
よ

っ
て
伝

統

的

価

値

を
再

解

釈

し

て

い
る
と
考

え

て

い
る
。

す

な

わ

ち
、

少

数

の
特

権

階

級

と
大

多

数

の
貧

民

階

級

を
構

成
要

素

と

す

る
旧

い
社

会

シ

ス
テ

ム
か
ら
、

社

会

の
中

間

層

が
主

役

と

な

っ
て
、

各

自

の
努

力

に
よ

っ
て
上

昇

す

る
新

し

い

シ

ス
テ

ム

へ
の

脱

皮

を
志

向

す

る
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
と
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

の

シ

ス
テ

ム

は
整
合
的

で
あ
る
と
表

。
∪
奮

乱

「
。
毒

は
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

で
は
、

オ

リ

シ

ャ
は
愚

依

し
な

い
高

位

の
神

格

と

し

て
祀

り
上

げ

ら

れ
、

イ

ン
デ

ィ
オ

の
霊

カ
ボ

ク

ロ
が
中

心
的

地
位

を
占

め
、

ア

訂
Φ湿
鷺
雛
酔
い)訂
野
訪
ぜ
一
哲

夢
額
・
理

一
九

六
〇
年

以

後

の
信
者

の
増

加
率

は
著

し
く
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

に

対

す

る
学

者

の
高

い
評

価

も

一
般

に
承
認

さ

れ
始

め

て

い
る
。

三

近

代

的

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
白

人

化

運

動

サ

ン
パ

ウ

ロ
市

郊

外

の
工
場

地
帯

で
あ

る
A

B

C
地

域

の
ウ

ン

バ

ン
ダ
連

合

会

長

幻
o
β
巴
山
o
=

⇒
費
Φ
ω
の
テ

レ
イ

ロ
で
は
、

ア

フ

リ

カ
伝

来

の
楽

器

で
あ

る

ア

タ
バ

ケ

の
使

用

を
や

め

た

り
、

午

後

に
主

婦

や
子
供

の
た

め

の
儀

礼

の
時

間

を
設

け
た

り

し

て

い
る
。

ウ

ン
バ

ン
デ

ィ

ス
タ

の
社

会

的

地
位

を
高

め
、

中

産

階

級

を

テ

レ

イ

ロ
に
来

さ

せ

て
、

テ

レ
イ

ロ
に
愛

情

に

み
ち

た

心

の
病

い
の
救

急

病

院

の
役

割

を

は

た

さ

せ

る

の
が

目

的

で

あ

る
。

市

内

の
ド

ナ

・
ベ

リ
デ

ィ
ア
ナ
地

区

連

合

会

長

の

〉
σ
「
ロ
ヨ
o
=
o
<
鉱
コ
巽

は
、

六

〇
歳

ま

で
市

会
議

員

と

し

て
活

躍

し
、
名

誉
叙

勲
者

(O
o
ヨ
Φ
⇒
,

α
巴

o
「
)

と

い
う
称

号

を

も

っ
て

い
る
。

彼

の

オ

シ

ョ
シ

・
カ

サ

ド

ル

教

会

(↓
Φ
巳

匿

Φ
d
暮

碧

g

、.o
メ
ひ
ω
ω
8

§

血
g

、、)

で
は
、

ア

タ
バ

ケ

は
使

用

し

て

い
る

が
、

オ

リ

シ

ャ

へ
の
讃

歌

に

は
、

ヨ
ル
バ
語

の
ほ

か

に
、

ポ

ル
ト

ガ

ル
語

も
用

い
ら

れ

て

い
る
。

彼

に
よ

れ
ば
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
教
義

と
儀

礼

を

た
ゆ

み
な

く
学

習

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

信
者

は
自

分

の
守

護

霊

と
語

り

あ
う
能

力

を
開
発

し
、

苦

悩

を
癒

し
、

根

本
的

な

生

活

力

を
得

る

こ
と

が

で

き

る
。

明

ら

か

に

カ

ル
デ

シ
ズ

ム

の

判
霊

的

進

化

」

(①
く
o
冨
息

o
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Φ
ω
且
「
抑
煽
巴
)

の
影

響

が
見

ら

れ

る
。

そ

こ

で
黒

色

霊

も

向

上

し

て
白

色

霊

と

な

り
う

る

の

で
ウ

ン
バ

ン
ダ

で
は
白

色

霊

と
呼

ば

れ

る
善

い
神

霊

し

か
愚

依

し
な

い

こ
と

に
な

る
。

こ

の
積

極
的

な

生

き
方

の
強

調

こ
そ
、

近
代

的

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
真

髄

で

あ

っ
て
、

社

会

学

者

は

こ
の
新

し

い
運

動

を
白

人

化

運

動

と
名

づ
け

て

い

る
。

ウ

ン
バ

ン
ダ

に
中

産

階

級

を
来

さ

せ

る
だ

け

で
な

く
、

上

流

階

級

を
も

吸
収

し

よ
う

と

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
近

代

的

な
男

性

の
教

会

主

(℃
巴

創
Φ
Q∩
鋤
簿

o
)

を

指
導

者

と
す

る

ウ

ン
バ

ン
ダ
教

会

は
勿

論

だ

が
、

場
末

の
小

さ

な

ウ

ン
バ

ン
ダ
教

会

の
儀

礼

や
組

織

な

ど

も

、

伝
統

的

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
と

は
明

ら

か

に
異

な

る

こ
と

を
解

明
実

証

し

よ
う

と

す

る

の
が
、

一
九

八

八
年

の
調

査

の
目
的

で
あ

っ
た
。

幸

に
も

林

田
法

人

と

い

う
小

教

父

(℃
鉱

℃
Φ
Ω
ロ
Φ
口
o
)

の
役

職

に

あ

る
日
系

人

と
出

会

う

こ
と

が

で
き

た
。

以

下

は
、

彼

を
イ

ン

フ

ォ

ー

マ
ン
ト

と

し

て
、

実

態

調

査

を

し
た

報

告

で
、

小
教

会

の
ウ

ン
バ

ン
ダ

に
お

け

る
現

状

を

考
察

す

る

チ

ャ

ン

ス
が
与

え

ら

れ

た

こ
と

は
幸

運

で
あ

っ
た
。

四

カ

シ

ケ

・
ト

ゥ
ピ

ー
教

会

1

教

会

の
成

立

こ

の
教

会

は
、

一
九

六

〇

年

九

月

五

日

、

サ

ン
パ

ウ

ロ
市

デ

ル

ミ

ー

ラ

.

フ

ェ

レ

ィ

ラ

横

町

五

に

住

む

女

性

の

教

会

主

(]≦

瀞

α
Φ

ω
⇔
算

O
)

ド

ナ

・
ジ

ュ
デ

ィ

テ

ィ

・

マ

ス

カ

ジ

ュ
ネ

(U
O
謡
§。

甘

集
鉱

竃

9
ω
o
鋤
讐

Φ
)

の
住

宅

で

始

め

ら

れ

た

。

こ

の
横

町

は

、

町
名

変

更

に
よ

り
現

在

で

は
、

フ
ラ

ン
シ

ス

コ

・
テ

ィ

ノ

コ

.
カ

ブ

ラ

ル
通

り

五
と

な

り
、

日
系

人

が
教

主

の
旧
住

宅

を
借

り

て
住

ん

で

い
る
。

教

会

を

開

い
た

二
年

後
、

グ

メ

ル

シ

ン
ド

区

ラ

マ
リ

ョ

・
オ

ル
テ

ィ
ガ

ン
大

通

り

二

四

五

に
現

在

の
新

教
会

が
建

て
ら

れ

た
。

教

会

の
移

転

に

つ

い
て

は
、

次

の
よ
う

な
伝

説

が
す

で
に

で
き

あ

が

っ
て

い
る
。

開

教

し

て

一
年

後

、

教

会

の
主

宰

霊

パ

イ

・
ト

ゥ

ピ

ー

(℃
巴

目
⊆
豆
)
が
、

部

下

の
霊

に
命

じ

て
、
海

底

の
沈

没

船

か
ら
、

オ

ラ

ン
ダ

・
ギ

ル
ダ

ー
紙

幣

を
運

ば

せ
た
。

す

な

わ
ち
、

カ
ボ

ク

ロ
の

パ

イ

.
ト

ゥ

ピ

ー
が
自

分

で
持

参

し

た

の
で

は
な

く
、

物

品

を
運

搬

す

る
才

能

を

も

っ
た
神

霊

た

ち

を
働

か
せ
、

海

水

で

び
し

ょ
濡

れ

だ

っ
た
包

み

を
客

間

の

テ

ー
ブ

ル

の
上

に
ど

し

ん
と

載

せ

さ
せ

た
。

時

刻

は
午

前

一
〇
時

頃

で
、

教
主

は
台

所

で

QD
き

富

ζ

窺。
6
二

と

い
う

婦

人

と

コ
ー

ヒ
ー
を
飲

み
な

が
ら
雑

談

を

し

て

い
た
。

こ

の
婦

人

は

イ

タ
リ

ア
人

で
、

現

在

の
小

教

母

(ζ

叫
Φ
℃
①
ρ
¢
Φ
き

)

で
あ

る

菊
O
ω
⇔

Qり
山
℃
ξ

O

の
母
親

で
、
今

で
も

こ

の
教

会

の
信

者

で
あ

る
。

二
人

は
、

紙

幣

を
広

げ

て
乾

か
し
、

教

主

の
知

人

の
医

者

に
頼

ん

で
、

ブ

ラ
ジ

ル
紙
幣

に
両
替

し

て
も
ら

い
、

パ

イ

・
ト

ゥ
ピ

ー

の
指

示

の
と

お

り

に
、

現

在

の
教

会

を

一
年

余

り

か
け

て

建

設

し

た
。

建

設
費

に
必
要

な

だ

け

の
オ

ラ

ン
ダ
紙

幣

が

あ

っ
た

と

い
う

こ
と

で

あ

る
。
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国際 経 営 フ ォー ラ ムNo.1

2

教
会

の
建
物

と
配
置

教

会

は

一

一
m

×
六

m

の
祭

祀

場

(樽Φ
門
「
①
一噌
O
)

と

、

八

・
七

三

m
×
六

m
の
待

合

室

か

ら
な

り
、

カ

ー

テ

ン
で
分

け

ら

れ

て

い
る
。

祭

祀

場

の
正

面

に
祭

壇

(6
0
詳
ぴq
凶
)
が
あ

り
、
そ

の
裏

側

に
は
準

備

室

や
教

主

の
住
居

が
あ

る
。

祭

壇

の
左

隅

の
棚

に
、

キ

ン
バ

ン
ダ

の
黒

呪

術

の
神

霊

で
あ

っ
た

が
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

で
は
昇
格

し

て
白

呪

術

の
神

霊

と

な

っ
た

バ

イ

ア
系

の
リ

ー

ニ
ヤ

(上
位

の
教

団
)

の
支

配

霊

一
〇
ω
Φ

勺
三

馨
鑓

の
像

が
祀

ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
教

主

の
指

導

霊

(σq
岳
聾
)

の

一
つ
で
あ

る
。

教
会

の
入

口
を
守

護

し

て

い

る
像

は
軍
神

オ
グ

ン

(O
αq
§

)

で
あ

る
。

祭

壇

に
並

べ
ら

れ

て

い
る
神

像

に
は
序

列

が
あ

り
、

上

段

に

は

ア

フ

ロ
の
オ

リ

シ

ャ
と

同

一
視

さ

れ

て

い

る
キ

リ

ス
ト

教

の
聖

人

像

が
並

び
、

下
段

に
は
愚

依

霊

の
像

が
安

置

さ

れ

て

い
る
。

こ

の

教

会

の
祭

壇

で
は
、

聖

像

が
次

第

に
増

加

す

る

の
に
比

べ
、

愚

依

す

る
ギ

ア

の
像

は
増

え
な

い

の

で
、

下

段

に
も

カ
ト

リ

ッ
ク

の
聖

人

像

が
多

く

並

べ
ら

れ

る

よ
う

に
な

っ
た

と

い
う
。

特

に
ど

の
神

像

を

ど

こ
に
祀

る

か
と

い
う
規

定

は

な

い

が
、

エ
シ

ュ
ー
だ

け

は

屋

外

に
祀

る

こ
と

に
な

っ
て

い

る
。

図

1

は

そ

の
祭

壇

で
あ

っ
て
、

神

像

の
名
前

も

示

し

て
お

い
た
。

括

弧

の
中

は

カ

ト

リ

ッ
ク

の
聖

人

名

で
あ

る
。

ア

フ
リ

カ

の
オ

リ

シ

ャ
と

カ

ト

リ

ッ
ク

の
聖

人

と

の
対

応

は
、

伝

統

的

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
に

お

け

る
対

応

と
同

じ

で
あ

っ
て
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

が

ア

フ

ロ

・
ブ

ラ
ジ

リ

ア

ン

・
カ

ル
ト

に
属

し

て

い
る

こ
と

を

示

し

て

い
る
。

3

女
教
主

(
マ
ン
エ

・
デ

・
サ

ン
ト
)

ド

ナ

・
ジ

ュ
デ

ィ
テ

ィ

・
マ
ス
カ
ジ

ュ
ネ
女

教

主

は
、

最

初

は

↓
Φ
口
紆

血
Φ
¢
導
σ
鋤
コ
伽
缶
山
Φ
↓
億
O
餌
O
に
属

し
、

次

に

↓
Φ
民

偉。
伽
Φ

¢
ヨ
ぴ
き

9

0
§

胃
o

聞
o
ぎ
帥
に

一
年

間

所

属

し

て

い

た
。

現

在

で
は
両

教

会

と

も
消
滅

し

て
存

在

し
な

い
。

彼

女

は
看

護

婦

で
あ

っ
た
。

ト

ゥ
パ

ン
教
会

と

フ

ォ

ー
リ

ャ
教

会

と

の
間

に
約

一
年

の

空

白

が

あ

り

、

そ

の
間
、

教

主

は

自

宅

に

お

い

て

く
o
<
o
O
碧
甲

『
ぎ
螢

の
降

霊

会

を
開

い

て

い
た
。

現

在

の
パ

イ

・
ペ

ケ

ノ
林

田

法

人

は
、

そ

こ

で

℃
巴

↓
o
ヨ
伽
に
愚

霊

さ

れ
、

教
主

の
指

導

に
あ

ず

か

っ
た
最

初

の
霊

…媒

(]≦
Φ
島
ロ
ヨ
)

と

な

っ
た
。

し

た

が

っ
て

林

田
小

教

父

は
、

フ

ォ
ー

リ

ャ
教

会

に

は
、

教

主

と
同

行

し

て
教

会

員

と

な

っ
て

い
た

の

で
あ

る
。

前

述

の

よ

う

に
、

一
九

六

〇

年

九

月

五

日
、
O
翁。
0
5
二
Φ

↓
ロ
且

(
ト

ゥ
ピ

ー
族

の
酋

長

)

と

い
う
名

前

の
ギ

ア

の
指
令

に
よ

っ
て

教
会

を
開

い
た

の

で
、

教
会

の
正
式

の
名

は
、

主
宰

霊

の
名

を
と

っ
て

↓
Φ
鵠
ユ
ロ
匹
Φ
¢
ヨ
ぴ
山
昌
鳥
ゆ
、、O
鶉Ω
o
δ
ロ
Φ
↓
二
嘗
、.
で
あ

る
。

筆

者

が
訪

れ

た

一
九

八
八
年

六
月

一
七

日

に
は
元

気

で
あ

っ
た

教

主

も
、

八
〇

歳

以

上

の
高

齢

の
た
め
、

一
九

八

八
年

八
月
初

旬

に
、

心

臓

肥

大

で
肺

に
軽

い
出

血

が

あ

っ
た

た

め
喀

血

し

た

の

で
、

一
週

間

入

院

し
た
。

九

月

に
な

っ
て
も
体

調

が
優

れ
ず

、

教
会

の

礼

拝

に
出

席

で
き

る

ほ
ど

回
復

し

な

か

っ
た

の
で
、

林

田
小

教

父

が
代

理

を
勤

め

て

い
た
。

一
〇

月

頃

に
は
た

ま

に
出

席

し

て

い
た

が
、

再

び
入

院

し
、

体

力

が
衰

弱

し

て
病
状

も

は

か
ば

か

し
く

な
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く
、

ク

リ

ス

マ
ス
前

の

一
二
月

二
三

日

を
最

後

と

し

て
、

こ
の
教

会

は
閉
鎖

さ

れ

た
。

現

在
、

体

調

の
よ

い
時

は
、

月

に

一
回

か

二
回
、

自

宅

で
細

々

と

く
o
<
o

O
讐
費

ぎ
餌

の
降

霊

会

を

開

き
、

教

会

員

の
数

名

を

指

名

し

て
参

会

さ

せ

て

い
る
。

以
前

か
ら
、
教

主

は
、
「
パ

イ

.
ト

ゥ

ピ

ー

か
ら
預

か

っ
た

お
金

で
す

か
ら

、

教
会

を
続

け

て

い

る
間

は

お
借

り

し

て

い

て
、

教

会

を

や

め

る

と

き

に

は
、

教
会

の
建

物

を

全
部

売

却

し

て
、

慈

善

事

業

に
寄

附

す

る

つ
も
り

で
す
。

感

謝

を

こ
め

て
、
す

べ

て
を
清

算

し

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す
。
」
と

語

っ
て

い
た
。

し

か
し
、

一
九

八
九
年

八
月

の
情

報

で
は
、
建

物

は
他

の

ウ

ン
バ

ン
ダ

教

会

に
貸

し

て

い
る
と

の

こ
と

で
あ

る
。

女

教

主

の
信

仰

治

療

(B

ω
ω
Φ
)

に
よ

っ
て
救

わ

れ

た

人

は

多

い
。

林

田
小

教

父

の
場

合

に
は
、

次

の
よ
う

に
述

べ

ら

れ

て

い
る
。

「
私

は
、

中

風

で
足

の
自

由

を
奪

わ

れ

て

い
た

父

を
歩

か
せ

て

も

ら

い
、

母

の
神

経

痛

を
治

療

し

て

い
た

だ
き

ま

し
た
。

一
九

五

二
年
、

自

動

車

修

理

工

場

で
働

い

て

い

て
倒

れ
、

記

憶

を

喪
失

し

て

か
ら

、

頭

痛

止

め

に
箱

で
買

い
続

け

て

い
た

グ

ワ

ラ

イ

ー

ナ

(痛

み
止

め

の
薬

)

も
、

私

は
飲

ま

な

く
な

り

ま

し

た
。

妻

の
乳

房

が

は

れ

て
化

膿

し

た
と

き

に
は
、

女
教

主

さ

ま

が
炊

事

場

で
手

術

し

て
下

さ

い
ま

し

た
。
」

た

ま

た

ま

お
礼

を
申

し
上

げ

る

と
、

女

教

主

は
敬

凄

に
次

の
よ

う

に
答

え

た

と

い
う
。

「
私

は
、

た

だ
慈

悲

深

い
白

色

霊

の
お
力

を

伝

え

る
媒

体

な

の

で
す

。

霊

の
乗

る

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に
過

ぎ

ま

せ

ん
。

私

は
あ
な

た
方

と

変

り

な
く
、

神

を
信

じ

て

い
る
普

通

の
人

問

な

の
で
す
。

神
様

が
偉

い

の

で
あ

っ
て
、

私

が
偉

い

の
で
は

あ

り

ま

せ

ん
。

私

に
お

礼

な

ど

言

わ
な

く

て
も

よ

い
の

で
す

よ
。

お
礼

は

ど

う

ぞ
神

様

へ

お

っ
し

ゃ

っ
て
下

さ

い
。

あ

な

た
方

は
神

の
子

と

し

て
恥
ず

か
し

く

な

い
行

い
が

で
き

る
よ

う
、

い

つ
も
気

を

つ
け

る

こ
と

で
す
。

私

だ

っ
て
、

と

も
す

る
と

道

を
踏

み
は
ず

す

こ
と

も
あ

り

ま
す

よ
。

ま

だ
、

サ

ン
タ

に
は
な

っ
て

い
ま

せ

ん

か

ら
…

…
L

林

田
小

教

父

に
対

し

て

だ

け

で
は

な

く
、

ど

ん
な

人

に
対

し

て

も
同

じ

よ
う

に
話

し

て

い

る
と

い
う
。

女

教

主

の
信

仰

と
謙

虚

な

人

柄

を

示

し

て

い
る
と
同

時

に
、

カ

ル
デ

シ
ズ

ム

の
た
え
ず

霊

的

向

上

の
た

め

に
努

力

す

る
と

い
う

思

想

の
影

響

が

は

っ
き

り

と
示

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
教
会

主

が
女

性

の

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

で
あ

る

こ
と

は
、

前

述

の
ウ

ン
バ

ン
ダ

の
近

代

的

指

導

者

た
ち

が
男

性

の

パ

イ

.

デ

・
サ

ン
ト

で
あ

る

の
と

は
異

な

り
、

伝

統

的

カ

ン
ド

ン
ブ

レ

の

線

を

守

っ
て

い

る
と

い
え

る

が
、

女

教

主

の
病

気

中

は

林

田

パ

イ

・
ペ

ケ

ノ
が
教
会

主

の
代

理

と

し

て
儀

礼

を

と

り

し
き

っ
て

い

た

し
、

ま

た
、

霊
媒

に
男

性

が

三
分

の

一
い

る

こ
と

は
、

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
か
ら

の
逸
脱

で
あ

る
と

い
え

る
。

4

プ

レ
ト

・
ヴ

ェ
リ

ョ
の

日

の
儀

礼

こ

の
教

会

は

、

水

曜

日

が

カ

ボ

ク

ロ

の

日

で

、

金

曜

日

が
プ

レ
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ト

・
ヴ

ェ
リ

ョ
の
日

で

あ

る
。

一
九

八

八
年

六
月

一
七

日

(金

曜

日
)

の
儀
礼

は
次

の
よ

う

で
あ

っ
た
。

九

時

一
〇
分

、

↓
同
白

装

束

で
祭

祀

場

に
集

合

し

て
儀

式

が
開

始

さ

れ

た
。

儀

礼

の
順

序

は
次

の
よ
う

で

あ

る
。

①

マ
ン

エ

・
ペ

ケ

ナ

(小

教

母

)

が

コ
ン
ガ

か
ら

香

粉

の
入

っ
た

ヵ
ネ

カ
を
と

る
。

そ

こ

で
、

サ

ラ

バ

i

(ω
巴
薗
く
鋤
)

と

い
う

祝

福

の
挨

拶

を

す

る
。

そ

の
仕
方

は
、

床

(大

地

を
意

味

す

る
)

に
手

を

つ
き
、

互

に
右

肩

、

右

手

の
甲

を
交

叉

さ

せ
、

右

手

の
指

先

を
合

わ
せ

た
後

、

左

手

の
指

先

を
合

わ

せ
、

「
サ

ラ
バ

ー
」

と

唱

え

る
。

こ

の
挨

拶

は
、

霊

媒

同

士

が

行

う

。

そ

し

て
、

デ

ェ

フ

マ

ッ
サ

ン

(∪
駄
ヨ
餌
甲

鍮

o
)

と

い
う

浄

化

す

る

た

め

の
香

を

焚

く

儀

礼

が
行

わ

れ

る
。

②

↓
同

拍

手
。

③

マ
ン

エ

・
ペ
ケ

ナ

が
立

ち

上

り

香
煙

を
立

ち

の

ぼ

ら

せ

る
。

④

祭

祀

場

と

平
信

徒

の
待

合

所

と

の
境

の
幕

が
両
方

に
開

か
れ

る
。

⑤

デ

ェ
フ

マ

ッ
サ

ン
の
歌

に
合

わ

せ

て
、

ア

タ
バ

ケ

と

ア

ゴ

ゴ
が
鳴

り
出

す
。
⑥

マ
ン

エ

・
ペ

ケ

ナ

が
デ

ェ
フ

マ

ッ

サ

ン
の
香

を
焚

き
な

が

ら
、

コ
ン
ガ

↓

ア

タ
バ

ケ

の
演

奏

者

↓

マ

ン

エ

.
デ

・
サ

ン
ト

(バ

バ

ロ
シ
ア
)

↓

パ

イ

。
ペ

ケ

ノ
↓

男

性

の
カ

ヴ

ァ
ー

ロ
た

ち

↓

女

性

の
カ
ヴ

ァ
ー

ロ
た

ち
↓

女

性

の
信

者

↓

オ

グ

ン
像

↓
男

性
信

者

の
順

番

で
浄

化

す

る
。
⑦

マ
ン

エ

・
ペ

ケ

ナ

が

「
サ

ラ
バ

ー
、

デ

ェ
フ

マ

ッ
サ

ン
」

と

唱

え
、

一
同
拍

手

。

⑧

パ

イ

・
ペ

ヶ

ノ
が

コ

ン
ガ

の
左

側

に
膝

ま

ず

き
、

オ

リ

シ

ャ

へ

の
讃

歌

を
次

の
よ
う

に

唱

え

る
。

oo
巴
碧

箇

○
メ
巴
勲

ω
β。
一碧

鋤

網
Φ
ヨ
き

冨
.

ω
印
昼
愚

×
9。
昌
σq
9

Qo
巴
餌
く
鋤
O
メ
α
o
ρ

Qo
p
訂
く
鋤
O
αq
=
P

ω
巴
p。
<
鋤
一鋤
霧

顛
ρ

Qo
9。
一餌
く
鋤

O
×
口
P

ω
巴
鋤
く
鋤

℃
お
8

<
Φ
匡
ρ

Qっ
巴
餌
く
鋤

凄
①
劉

Qり
巴
蝉
く
鋤

○
ヨ
蕊
戸

Qり
巴
m
<
鋤
q
ヨ
げ
簿
旨
血
P

一
同
指

先

を
床

に

つ
け

て
復

唱
、

⑨

パ

イ

・
ペ
ケ

ノ
が
開

式

の
辞

(L♪
げ
Φ
「
什口
「
鋤
)

を

読

み

あ

げ

る
。

一
同

は
各

自

の
守

護

天

使

へ

「
主

の
祈

り

」

を
捧

げ

る
。
⑩

ア
タ
バ

ケ

の
伴

奏

で
、

一
同

「
降

霊

開

始

の
歌
」
「
パ

イ

。
ト

ゥ
ピ

ー
讃

歌
」
を
合

唱

し
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
全
員

ひ
れ
伏

し

て
額

ず

く
。

⑪

こ

こ
で
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に
プ

レ

ト

・
ヴ

ェ
リ

ョ
が
愚

い
て
老

人

の
状

態

に
な

る
。

九
時

二
五
分

、

信

者

は
祭

祀

場

に
入

っ
て
き

て
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ

に
相

談

す

る
。

悩

み

や
軽

い
病

気

の
人

た
ち

は
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に

愚

依

し

た

オ

リ

シ

ャ
に
相

談

す

る

が
、

特

別

に
重

い
十
字

架

を
背

負

っ
た
人

び
と

は
、

ト

ゥ

ピ
ー
族

の
酋

長

(
カ

シ
ケ
ま

た

は

モ
ル

ビ

シ

ャ
バ
)

の
愚

い
た

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

に
相

談

す

る
。
筆

者

は
、

特

別

に

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

の
隣

り

に
席

を
設

け

て
も

ら

っ
て
、

自

由

に
観
察

し
、

写

真

撮

影

も

テ

ー
プ
取

材

も
許

可

さ

れ
た

の

で
、

信

仰

治
療

の
実

状

を

明
確

に
観

察

で
き

た
。

見
聞

し

た
事

例

を

い
く

つ
か
列
記

す

る
と

次

の
よ
う

で
あ

る
。

事

例

ω

女

性

の
カ
ヴ

ァ
ー

ロ
と

相

談

し

て

い
た
男

性

信

者

が
急

に
あ
ば

れ
出

し
た
。

数

人

の

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
が
取

り

お

さ
え
、

そ

の
男

性

に

愚

い
て

い
た
悪

霊

を
な

だ

め

た
。

相

談

を
受

け

て

い
た

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
が
、

そ

の
患

者

の
体

を

三

回
自

分

の
も

っ
て

い
る
数

珠

の
輪

を
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通

し
、

数

珠

で
十

字

を
切

っ
た
。

悪

霊

は

退

散

し
た

の

で
、

患

者

は

平
静

に
な

り
、

に

こ

に

こ
笑

っ
て
去

っ
て
行

っ
た
。

事

例
②

若

者

が

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

に
結

婚

の
相

談

に
き

た
。

に

こ

や

か

に
話

を
聞

い
た
後

、

教

主

は

パ

イ

プ

で
吸

っ
た

タ
バ

コ
の
煙

で
若

者

を
浄

化

し
、

数

珠

の
輪

に
三

回
体

を

通

し
、

再

び
タ
バ

コ

の
煙

で
浄

化

し

た
。

そ

の
後

で
、

彼

の
連

れ

て
き

た
婚

約

者

を
祝

福

し
、

同

じ

よ

う

に
三

同
数

珠

の
輪

を
通

し
た
後

、

二
人

に
手

を

握

ら

せ
、

そ

の
上

に
自

分

の
手

を
重

ね
、

タ
バ

コ
の
煙

を

三
人

の

手

に
吹

き

か
け

た
。

こ
れ

が
結

婚

の
祝

福

の
よ
う

で

あ

る
。

事

例

㈹

幼

児

の
衣

服

を

も

っ
て
き

た

信

者

か
ら
、

衣
服

を
受

取

り
、

タ

バ

コ
の
煙

で
浄

化

し
、

数

珠

の
輪

を

通

し

て
、

祭

壇

に
供

え

た
。

病

気

の
幼

児

の
代

り

に
、

衣

服

を
浄

化

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

治

病
儀

礼

を
行

っ
た

の

で
あ

る
。

こ

の
衣

服

は
、

次

の
儀

礼

の
日
ま

で
、

祭

壇

に
供

え

た
ま

ま

に
し

て
お

く

と

い
う
。

事

例

ω

腕

の
悪

い
女

性

に
対

し

て
は
、

白

い
粉

を

つ
け

て
く

り

か

え

し

何

度

も

そ

の

部

分

を

撫

で

た
。

こ

の

白

い

粉

は
、

ゲ

シ

イ

(O
Φ
ω
ω《
)
、
ま

た

は
、
プ

ロ
ー

レ

ス

・
ド

・
カ

ン
ポ

(コ

o
『
①
ω
α
o

O
o
ヨ
O
o
)
と

い

い
、

神

像

や
供

物

を
売

っ
て

い
る
店

で
、

正
味

一

六
〇

9

の
袋

を
買

う

こ
と

が

で
き

る
。

事

例

㈲

足

の
悪

い
人

に
対

し

て
、

女

教

主

は

う

つ
伏

せ

に
寝

か

せ
、

数

人

の

カ

ヴ

ァ
ー

ロ

に

お

さ

え

つ
け

さ

せ

た

り

、

足

を
引

っ
ぱ

ら

せ

た

り

し

た

後

、

躁

に
白

い
粉

を

つ
け

た

り

、

タ

バ

コ

の
煙

を

か

け

た

り

し

て
、

最

後

に
、

女

教

主

の
席

に
来

さ

せ

て
、

数

珠

の
輪

を

三

回

通

し

、

十

字

を
切

っ
た

。

(注

)

数

珠

に
体

や
患

部

を

三

回
通

し
、
額

や
胸

の
あ

た

り

で
十
字

を
切

る

の
が
、
プ

レ
ト

・
ヴ

ェ
リ

ョ
の
日

の
白
呪

術

の

一
定

の

形

式

で
あ

る
。

ロ
ー

ソ
ク
、

コ
ー

ヒ
ー
、

ジ

ュ
ー

ス
な

ど

を

お

供

え

や

お
礼

と

し

て
持

参

す

る
信

者

も

い
る
。

信

者

は
、

悩

み

の
相

談

や
治

療

が
す

め
ば

、

教

会

に
留

ま

っ
て

い
る
意

味

は
な

い

の
で
、

次

々
に
晴

れ
ば

れ

と

し

た
顔

で
帰

っ
て

行

く
。

当

夜

は
約

四
〇
名

集

ま

っ
て

い
た
信

者

た

ち

が
去

り
、

一

〇
時

三

〇

分

に
は
、

待

合
室

は
空

っ
ぽ

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

信

者

が
帰

っ
た
後

で
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
た

ち

は

お
互

に
話

し

あ

っ
て

い

た

が
、

そ

れ
は
愚

依

し

た
霊

同

士

の
交

流

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

一

一
時

に
な

る
と
、

ア

タ
バ

ケ

の
音

が
鳴

り

を

ひ

そ
め
、

讃

歌

の
大

声

が
消

え

た
沈

黙

の
う

ち

に
、

パ
イ

・
ペ

ケ

ノ
が
閉

式

の
辞

を
読

み
あ

げ
、

閉
会

の
讃

歌

の
後

で
、

一
同

は
祈

り

を
捧

げ
、

立

ち

上

る
。

最

後

に
、

各

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
が
用

い
た

煙
草

の
火

の
た
め

の

ロ
ー

ソ

ク

が
集

め
ら

れ
、

儀

礼

は

す

べ

て
終

了

し
た

の

で
あ

る
。

当

日

は
、

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

が
作

っ
た
と

い
う
讃

歌

を

三

曲

、

特

別

に
筆

老

の
た

め

に
、

一
同

が
歌

っ
て
く

れ

た
。

記

念

撮

影

を

し

た

り
、

コ
ン
ガ

の
神

霊

の
説

明

を
聞

い
た

り

し

て
、

教
会
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モ ーゼMoseis

パ イ ・ トメ ーPaiTome

聖 シ プ リア ー ノ

SaoCipiiano

シ ャ ン ゴ ー ・ア ボ ミ

Xang6-AbomiSantoAntonio

聖 ア ン トニオ

シ ャ ン ゴ ー ・ア ガ ン ジ ュ ーSaoJas

Xangδ 一Aganju聖 ジ 司ゼ ー

シ ヤン ゴ ー ・ア ゴ ドーSaoJeronimo聖 ジ ェ ロニ モ

Xangδ 一Agod6S査oPedro聖 ぺ _ド ロ

シ ャ ン=コL・ カ オ ーSaoJoaoBatista

Xangn-Cao聖 ジ'3ア ン ・バ テ ィ ス タ

Oxunオ シ ュ ンNossaSenmoradaAparecida

聖 アパ レシ ー ダ

NossaSenhoradaConceisao

聖 コ ノセ イ サ ウ ン(イ エ マ ン ジ ャ ー)

NossaSenhoradaGloria

聖 グ ロー リア

SantaCatarina

聖 カ タル ニ ア
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を
辞

し

た

の
は
、

一
時

三
〇

分

過

ぎ

で
あ

っ
た
。

5

教
会

の
経
済
状
態

ω

会

費

一
九

八

八
年

度

の
会

費

は
、

一
月

一
〇

〇

ク

ル
ザ

ー
ド

ス

で
あ

る
。

会

費

の
値

上

げ

は
、

教

主

の
許

可

が

あ

る
と

き

に

の
み

可
能

で

あ

る
。

一
〇

〇

ク

ル
ザ

ー
ド

ス

に
決

定

し

た
と

き
、

五

〇

〇

ク

ル
ザ

ー
ド

ス
に
す

る
予
定

で
あ

っ
た

が
、

主

宰

霊

パ

イ

.
ト

ゥ

ピ

ー

か
ら

の
お
許

し

が
な

い
と

い
う
理

由

で
、

教

主

の
許

可

が
え

ら

れ

な

か

っ
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

㈹

教

主

の
生

活

費

教
主

は
、

会

費

と
年

金

で
細

々
と

生

活

し

て

い
る
。

水

曜

日

と

あ
ず
か

金

曜

日

の
降

霊

会

以
外

に
、

指

導

に
与

る
た

め
、

教
主

を
訪

ね

る

中

流
、

ま

た

は
、

そ

れ
以
上

の
階

級

の
人

々
が
、

謝

礼

と

し

て
奉

納

す

る
金
額

の
方

が
、

会

費

よ
り

は

る

か

に
多

額

で
あ

る
と

い
う
。

教

主

は
、

貧

し

い
人

が
物

乞

い
に
行

く

と
、

惜

し

げ

も
な

く

与

え

る
が
、

不
思

議

な

こ
と

に
、

間

も
な

く
、

他

の
人

か
ら
与

え

た
物

の
倍

に
値

す

る
物

が
贈

ら

れ

て
く

る

と
語

っ
て

い
る
。

ω

教
会

の
経

費

会

費

収

入

(毎

月

)

一
〇

〇

×
三

〇

11
三
、
○

○

○

臼
N
鋤

帳

簿

支

出

家

賃

(毎

月
)

二
、
○

○

○

臼
N
餌

雑

費

(毎

月

)

七

〇

〇

〇
「
N
⇔

(注
)

毎
月

の
収
支

は
帳
簿

で
は
上
記

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

帳

簿

に
記

入

す

る

の
は
、

税
務

署

の
監

査

官

の
手
前

だ

け

で
、

会

費

収

入

は

全

額

マ

ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

の
生

活

費

と

し

て

渡

さ

れ
、
家

賃

は

そ

の
中

に
含

ま

れ

て

い
る
。

実
際

の
支

出

は

次

の
よ
う

で
あ

る
。

実

際

支

出

花

代

(
毎

月

)

三
、
○

○

○

～

三

、
五

〇

〇

自

N
鋤

雑

費

(毎

月

)

ロ
ー

ソ

ク
、

マ
ラ

フ

ォ

(
火

酒

ピ

ン
ガ

)
、

煙

硝

、

デ

ェ
フ

マ
ド

ル

(
香

粉

ア

ル

フ

ァ
ゼ

マ

.

イ

ン

セ

ン

ソ

・
ベ

ン
ジ

ョ
イ

ン

の

三

種

の
混

合

物

)

一
六
、
○

○

○

∩
同
N
蝉

土

地

固

定

資

産

税

(
一
年

)

.
三

、
○

○

O

o
嵩

餌

(
注
)

赤

字

は
会

員

の
有

志

が
少

し

は
補

う

が
、
大

部

分

は
林

田

の

家
族

が
負

担

し

て

い
る
。

6

信
者
数

と
階
層

林

田
法

人

が

一
九

六
五
年

か
ら
会

計

を

担
当

し

て
き

た

の
で
、

教
会

の
経
費

に

つ
い

て

の
証

言

は
信

頼

で
き

る
。

彼

の
帳

簿

に
あ

る
信

者

(会
費

納

入
者
)
数

は
次

の
よ
う

で
あ

る
。

(
一
九

六
五
年

の
み
六
月

よ
り
、
他

は

一
月

よ
り
)

一
九

六

五

一
六
人

一
九

六
九

七

二

一
九

六

六

三
九

一
九

七

〇

一
〇

一

一
九

六

七

五

五

一
九

七

一

一
〇

〇

一
九

六

八

七

二

一
九

七

二

九

七

Loo



国際 経 営 フ ォー ラムNo.1

一
九

七
三

一
九

七
四

一
九

七
五

一
九
七

六

一
九
七
七

一
九
七

八

一
九
七
九

一
九

八
〇

信
者

の
職
業

は
、

商
店
主
、

中
産
階
級

で
、

い

。

大 四 四 五 四 四 三 五 八
工 一 七 〇 九 九 九 〇 一
、

一
九

八

一

一
九

八

二

一
九

八

三

一
九

八
四

一
九

八
五

一
九

八

六

一
九

八
七

一
九

八

八

左

官

、

運

転

手

、

四
五
四
五
四

一

四

一

四
五
五
二
四
九
四
六

会

社
員
、
社

長
、

教

師

お

よ

び
主

婦

な

ど

で
、

ブ

ル
ー

カ

ラ

ー
が
中

心

の

ホ

ワ
イ

ト

カ

ラ

ー
や
上

流
階

級

は

き

わ

め

て
少

な

7

教
会

に
つ
い
て
の
ま

と
め

カ

シ
ケ

・
ト

ゥ
ピ

ー
教

会

は
、

サ

ン
パ

ウ

ロ
の
住

宅

街

に
あ

る

小

さ

な

ウ

ン
。ハ
ン
ダ
教

会

で
あ

る
。

主

宰

霊

は

O
山
び
o
o
δ

O
p
6
堕

ρ
¢
Φ

↓
¢
且

で
あ

る

か

ら
、

ア

フ
リ

カ

の
オ

リ

シ

ャ

で
は

な

い
。

こ

こ

で
は
、

オ

リ

シ

ャ
は
愚

依

し
な

い
神

霊

で
あ

り
、

カ
ボ

ク

ロ

と
プ

レ
ト

・
ヴ

ェ
リ

ョ
の
儀

礼

の
日

が
定

め

ら

れ

て

い
る
。

ウ

ン

バ

ン
ダ

の
中

心
的

愚

依

霊

で
あ

る

四
霊

の
う
ち

で
は

ク

リ

ア

ン
サ

は
祀

ら

れ

て

い
な

い
が
、

エ
シ

ュ
ー

の
儀

礼

は
教

会

の
崖

下

で
な

さ

れ

て

い
る
。

林

田

小

教

父

の
指

導

霊

は

パ

イ

・
ト

メ

で

あ

る

が
、

カ

ボ

ク

ロ

・
ド

・
ソ

ー

ル
も

愚

依

す

る
。

一
人

の
霊

媒

に

は

た

だ

一
つ

の

オ

リ

シ

ャ
だ

け

が

愚

依

し

て
死

霊

は

愚

依

し

な

い

カ

ン
ド

ン
ブ

レ

と

は

異

な

り

、

ウ

ン
バ

ン
ダ

で

は

イ

ン
デ

ィ

オ

の

死

霊

カ

ボ

ク

ロ

も

ア

フ

リ

カ

の
老

人

の
死

霊

プ

レ

ト

・
ヴ

ェ
リ

臼
も

愚

く

の

で
あ

る
。カ

ヴ

ァ
ー

ロ
た

ち

は
白

装

束

の

ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
を
着

て

い

る

の

で
、

そ

れ

ぞ
れ

の
守

護

霊

の
衣

裳

を
着

て

い
る
カ

ン
ド

ン
ブ

レ
と

は
異

な

る
。

愚
依

す

る
ま

で

の
時

間

が
き

わ

め

て
短

い
こ
と

も
、

著

し

い
相

違

で
あ

る
。

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
の
場
合

は
、

愚
霊

が

お

こ

る

ま

で
、

一
時

間

以

上

も
、

歌

と
楽

器

の
リ
ズ

ム
に
合

わ

せ

て
、

右

廻

り

に
、

足

を
踏

み
、

手

を
打

ち

、

腰

を

ひ
ね

り

な

が
ら

踊

り

狂

う
。

愚

霊

が
早

く

お

こ
る

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
も

い
れ

ば
、

な

か
な

か

愚

か
な

い

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
も

い

る
か

ら
、

延

々
二
時

間

以

上

も

、

単

調

な
踊

り

が

つ
づ
く

こ
と

も

あ

る
。

そ

れ

に
対

し
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

で
は
、

儀

礼

が
開

始

さ

れ

て

一
五
分
後

に

は
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
全
員

に
愚

霊

が
生

じ

た

の

で
あ

る
。

あ
ま

り

に
も
短

時

間

な

の

で
、

林

田
小

教

父

に
質

問

す

る

と
、
■
儀

礼

の
あ

る
日

に
は
、
昼
頃

か

ら
行

い
を
慎

し

み
、

愚

依

さ

れ

や
す

い
よ

う

に
心

の
準
備

を

し

て

い
る

の

で
、

カ

ン
ド

ン
ブ

レ

の
よ
う

に
、

長

い
時

間

を

か
け

る

必
要

は

ご

ざ

い
ま

せ

ん
L

と

き

っ
ぱ

り

と
答

え

が
出

さ

れ
た
。

降

霊

開

始

の
歌

と

パ

イ

・
ト

ゥ
ピ

ー
讃

歌

の
合

唱

が

あ

っ
て
、

全

員

が

ひ

れ

伏

し

て
額

ず

く

と

同
時

に
愚

霊

が

お

こ

っ
た

の
は
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

で
は
当

然

な

の
で
あ

る
。

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
儀

礼

が
現

代

的

に
合

理

141
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化

さ

れ

て

い
る
証

拠

で
あ

る
。

教

会

に
よ

っ
て
程
度

の
差

が

あ

る

こ
と

は
否

定

で
き

な

い
。

讃

歌

に
ポ

ル
ト

ガ

ル
語

が
用

い
ら

れ

て

い

る
が
、

ま

た
筆

者

の
た
め

に
歌

わ
れ

た

マ
ン

エ

.
デ

.
サ

ン
ト

の
自

作

の
讃

歌

も
ポ

ル
ト

ガ

ル
語

で
あ

り
、

ア

フ
リ

カ
語

の
讃

歌

を
重

ん

じ

て

い
る

カ

ン
ド

ン
ブ

レ
と

は
、

こ

の
点

で
も
異

な

っ
て

い
る
。
こ

の
小

さ
な
教

会

で
は
、

役

職

な

ど

の
組

織

は
ま

だ
不
備

で
、

雑
務

は

も

っ
ぱ

ら
林

田
パ

イ

・
ペ

ケ

ノ

に
集

中

し

て

い
る
。

マ
ン

エ

・
ペ

ケ

ナ

は
仕

事

が
忙

し

く

て
欠

席

が
多

い

の

で
、

「
自

然

に

い

つ

の
間

に

か
私

が
引

受

け

る

乙
と

に
な

っ
て
し
ま

い
ま

し
た

」

と

林

田
小

教

父

は
苦

笑

し

て

い
る
。

林

田

さ

ん

の
熱

い
信
仰

心

と

人

柄

が
、

教
会

員

の
信

望

を
集

め

て

い

る

こ
と

は
疑

い
な

い
。

信

者

の
職

業

は
多

様

で
あ

る

が
、

職

業

に

よ

る
差

別

は

な
く

、

ま

た
、

最

低

生

活

で
苦

し

ん

で

い
る
信

者

も

い
な

い
よ
う

で
あ

る
。

し

か

し
、

毎

年

一
、
○

○

○

分

の

一
に
貨

幣

価

値

が
下

る
超

イ

ン

フ

レ

の
ブ

ラ
ジ

ル

に
お

い

て
、

会

費

収

入

だ

け

で
教
会

の
経

費

が

ま

か

な

え

な

い

こ
と

は

明

ら

か

で
あ

る
。
今

年

教

会

を
貸

す

こ
と

に
な

っ
た

の
も
、

イ

ン

フ

レ
が

原

因

で
あ

る

と
想

像

さ

れ

る
。

し

か

し
、

こ
の
教

会

が
ド

ナ

・
ジ

ュ
デ

ィ
テ

ィ

・
マ
ス
カ
ジ

ュ

ネ

が
創

設

し

て
閉
鎖

し
た

教
会

で
あ

る

こ
と

は
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

の

小

教

会

の
現

状

の
好

例

で
あ

る
と
思

わ

れ

る
。

マ

ン

エ

・
デ

.
サ

ン
ト

を
慕

っ
て
集

ま

り
形

成

さ

れ
た
教

会

は
、

ブ

ラ

ジ

ル

の
連

合

機

関

で
あ

る

O
巷

巳
O

Z
P。
9
8

巴

α
Φ

¢
ヨ
σ
麟
コ
ユ
山

か
ら
毎

年

、

加

入
証

明

書

(冠
窪

ま

8

3

0
島
Φ
閃
筥
巴

p。
)

を
受

け

て
公

認

の

教
会

と
な

る
。

こ

の

0

2
・
d
.
は
、

一
九

六
三
年

に
設

立

さ

れ
た

が
、

特

別

に
教

義

・
儀

礼

な

ど

に

つ
い
て

は
規

制

を

し

な

い

の
で
、

各
教

会

は
独

立
性

と
自

律

性

を
保

っ
て

い
る
。

ウ

ン
バ

ン
ダ
信

者

の
急

激

な

増

加

に
対

応

し

て

ρ

Z
畠
q
.
が

設

立

さ

れ

た

の

で

あ

る

が
、

工
業

化

・
都

市

化

の
著

し

い
サ

ン
パ

ウ

ロ
州

で

は
、

第

二

次

産

業
部

門

の
経

済

活

動

人

口
、

所
得

と
教

育

水

準

の
著

し

い
上

昇

が
見

ら

れ
、

中
産

階

級

が
出

現

し

て
き

た
。

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
教

義

や
儀

礼

が
、

ま

さ

に

こ
の
よ
う

な

社
会

変

動

に
対

し

て
積

極

的

に
そ

れ

を
推

進

す

る
主

導

的

役

割

を

は
た

し

た

こ
と

は
、

前

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。

カ

シ
ケ

・
ト

ゥ

ピ
ー
教

会

の
よ
う

な
小
教

会

に
お

い

て
は
、

そ

の
よ
う

な

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
革

新

的

傾

向

を
示

す

デ

ー

タ

ー
を
発

見

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

そ

の
原

因

は
女

教

主

の
経

歴

や
人

柄

に
あ

る
と

思

わ

れ

る
。

謙

虚

に
神

霊

の
指

示

の
通

り

に
、

ひ
た

す

ら
自

己

の
霊

性

の
向

上

に
努
力

し

な

が

ら
、

慈

し

み
を

も

っ
て
信

者

の
悩

み

に
耳

を

傾

け
、

さ
ま

ざ

ま

な

白
呪

術

的

知

識

に

よ

っ
て
解

決

を
与

え
、

慰

め

励

ま

し

て
、

悩

ん

で

い
る

人

々
が
苛

酷

な

世

界

を
生

き

ぬ

い
て
ゆ

く
手

助

け

を

し

よ

う

と
願

っ
て

い
る

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

に

は
、

時

代

を

リ

ー
ド

す

る
と

い
う

よ
う

な

意

識

は

な

い
。

個

々

の
信
者

の
幸

福

と

平

安

を
願

う

だ

け

に
と

ど

ま

っ
て

い

る
。

し

た

が

っ
て
、

こ

の
教

会

に
集

う

人

々
の
関

心

も

そ

れ
以

上

で
は

な

く
、

も

っ
と
社

会

的

上

昇

を
願

う

人

々
は
他

の
ウ

ン
バ

ン
ダ

・
グ

ル

ー
プ

に
属

す

る

こ
と

に
な

る
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と

思

わ

れ

る
。

降

霊
会

に
出

席

し

な

い
が
、

指
導

に
与

る
た

め

に

女

教

主

を
訪

ね

る
中

流

、

ま

た

は
、

そ

れ
以

上

の
階

級

の
人

々

の

謝

礼

が
、

会

費

よ

り

は

る

か

に
多

額

で
あ

る

こ
と

は
、

女

教

主

の

円

満

な

人

間

的

魅

力

の
証

拠

に

ほ

か
な

ら

な

い
。

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
教

会

は
多

種
多

様

で
あ

っ
て
、

近

代

化

の
担

い

手

を
積

極

的

に
育

て

よ
う

と

す

る
教

会

も

あ

れ
ば

、

現

実

の
個

人

の
悩

み

の
解

決

に
専

念

し

て

い

る
教

会

も

あ

り
、

社

会

の
底

辺

に

あ

え

い
で

い
る
民
衆

の
救

い

に
献

身

し

て

い
る
教

会

も

あ

る
。

カ

シ
ケ

.
ト

ゥ

ピ

ー
教

会

は
、

さ

さ

や

か

に
人

々
の
幸

福

と

平
安

を

支

え

る
役

目

を
果

し

て
き

た
。

そ

れ
以

上

を
望

ま

な

い
女

教

主

は

満

足

し

て
教

会

を
閉

じ

た
と

思

わ

れ

る
。

閉

鎖

さ

れ

た
後

、

教

会

員

た
ち

は

四
散

し
た

が
、
教

主

は

彼
等

が
ウ

ン
パ

ン
ダ

の
信
仰

を

失

わ
ず

に
生

き

る

こ
と

を

願

う

だ

け

で
、

後

継

者

が
教

会

を
維
持

す

る

こ
と

は
期

待

し

て

い
な

い
。

小

さ
な

教
会

の
成
立

と
展

開

と

閉
鎖

ま

で

の
経

過

を
、
調

査

す

る

こ
と

が

で
き

た

の
は
、

女

教

主

の
指

導

に

あ
ず

か

っ
た
最

初

の

霊

媒

で
あ

り
、

こ
の
教

会

と

共

に
歩

い

て
き

た
生

き
字

引

の
よ

う

な
、

日
系

人

と

し

て
は

た

だ

一
人

の
ウ

ン
バ

ン
ダ

の
パ

イ

・
ペ

ケ

ノ

で
あ

る
林

田
法

人

の
お
蔭

で

あ

る
。

彼

の
経

歴

と
生

き
方

を
述

べ

る

こ
と

は
、

こ

の
教
会

に
別

の
面

か
ら
光

を

あ

て
る

こ
と

に
な

る
と

思

う

。

五

林
田
法
人
小
教

父

(パ
イ

・
ペ
ケ
ノ
)

ま

つ
ば

せ

林

田
法

人

は
、

一
九

二
四
年

、

熊

本
県

松

橋

町

で
生

ま

れ
、

一

〇
歳

の
と

き

ノ

ロ

エ
ス
テ

の
兄

に
呼

び
寄

せ
ら

れ

て
ブ

ラ
ジ

ル
に

渡

っ
た
。

ノ

ロ

エ
ス
テ
線

グ

ワ
イ

サ

ー

ラ
駅

ウ

ニ
オ

ン
植
民

地

、

パ

ウ

リ

ス
タ
線

ポ

ン
ペ

イ

ァ
駅

ア
ミ
ザ

ー
デ
植

民

地

、

同
線

の

マ

リ

リ

ァ
駅

ア

ル
ヴ

ア

レ

ア
耕

地

、
内

藤

耕

地

を
転

々
と

し

て
働

き
、

二
〇

歳

の
と

き
、

マ
リ

リ

ア
市

の
鉄

工
所

で
職

工
見

習

と
な

っ
た
。

数

え
年

二
七
歳

の
と
き

結

婚
、

妻

は

二
五
歳

で

あ

っ
た
。

そ

の
後

、

パ

ラ

ナ
州

ア
サ

イ
町

で

二
年

間
、

ロ
ン
ド

リ

ー

ナ
市

で

一
年

間
、

自

動

車

の
板

金

工
と

し

て
働

き
、

三

一
歳

の
と

き

サ

ン
パ

ウ

ロ
市

に
出

て
き

た
。

日
系

移

民

の
た

ど

っ
た
典

型

的

な
経

歴

で
あ

る
と

い
え

よ
う

。

↓
九

五

二
年

、

自

動

車

修

理

工
場

で
働

い

て

い
た

と

き

に
、
急

に
倒

れ

て
記

憶

を
喪

失

し

た
。

し
た

が

っ
て
、

以

上

の
経

歴

は
、

後

に
兄

や
妻

か
ら
聞

か

さ

れ

た
も

の
だ

と

い
う

こ
と

で

あ
る
。

彼

が
ウ

ン
バ

ン
ダ

に
入

信

す

る
よ

う

に
な

っ
た

の
は
、

サ

ン
パ

ウ

ロ
市

で
、

偶

然

に
も

女

教

主

の
家

の
真

向

い
に
住

ん

で

い
た

か

ら

で
あ

る
と

い
う
。

干
越

が

つ
づ

い

て
井

戸

水

が
枯

れ

て
し
ま

っ

た

の

で
、

井

戸

水

の
よ
く

出

る
向

い

の
家

へ
、

妻

が
水

を
も

ら

い

に
行

っ
た
と

こ
ろ
、

親

切

に
も
遠

慮

な

く
汲

み

に
来

る

よ
う

に

い

わ

れ

た
。

そ

の
と

き
、

何

の
気

な

し

に
家

の
中

を
覗

く

と
、

奇

妙

な

神

像

が
祀

ら

れ

て

い
た

の

で
、
「
あ

れ
は
何

で
す

か
」
と
質

問

す
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る

と
、

「
降

霊

会

の
日

に

い
ら

っ
し

ゃ
い
」

と

誘

わ

れ

た
。

そ

こ

で
、

何

と
な

く

好
奇

心

に

か
ら

れ

て
、

夫

婦

で
出

か
け

た

の
が
き

っ
か
け

で
あ

る
。

彼

に
愚

霊

現

象

が

お

こ

っ
た

の
は
、

一
九

五

八
年

の
四
旬

節

の

頃

で
あ

っ
た
。

教

主

に
愚

依

す

る

「
慈

悲

深

い
白

色

霊

」

(と

ヨ
餌

じd
「
m
ロ
o
蝉
α
鋤
O
餌
『
置
鋤
血
Φ
)

の
お
告

げ

が
あ

っ
た
。

「
お
前

に

は
、

ク

ラ

ン
デ

イ

ロ

(霊

媒

治

療

者

)

の
霊

が
乗

り

う

つ
る

か
ら
、

よ

い

カ
ヴ

ァ
ー

ロ

(馬

す

な

わ
ち

霊

媒

)

に
な

れ

る
。

セ

マ
ナ

・
サ

ン
タ

(聖

週

間
)

が
過

ぎ

て
、

次

の
金

曜

日

に

再

び

こ

こ

に
来

る

か
ら
、

そ

の
前

に
、

私

の

カ
ヴ

ァ
ー

ロ

(女

教

主

の

こ
と
)

に
、

お
前

に
霊

を

乗

せ

る
準

備

を

す

る
よ

う

に
伝

え

て
お

き

な

さ

い
。

…

…

霊

を
受

け

る
と

き

に
は
、

少

な

く

と

も

五

時

間

前

か
ら

酒

と
食

物

は
禁

じ
ま

す
。

二
四

時

間

以

上

性
交

せ
ず

に
来

る

こ
と
。

全

身

を
清

め

る

こ
と
。

す

が
す

が

し

い
心

で
、

人

を

侮

っ
た

り

怨

ん

だ

り

し

な

い

こ
と
。

妬

み
心

は
霊

を
受

け

る
妨

げ

に
な

る

か
ら

ね

…

…
」

彼

は

「
そ

の
夜

う

け

た

ま

わ
り

ま

し

た
禁

戒

は
、

今

で
も

心

の

奥

に
秘

め

て
慎

し

み

つ
づ

け

て

お
り

ま

す
」

と

い

っ
て

い
る
。

聖

週
間

が
終

わ

り
、

次

の
金

曜

日

の
午

後

九
時

頃
、

教

主

宅

の

応

接

間

で
、

彼

へ
の
降

霊

が
行

わ

れ
た
。

彼

は
お
告

げ

の
と

お

り

に
禁

戒

を
守

っ
て
教

主

宅

に
行

き
、
椅

子

に
腰

を

か
け

て
瞑

目

し
、

心

を
神

に
集

中

し
、

「
自

我

か

ら
離

れ

た

心

境

に
な

り

ま

し

た
。

す

る
と
、

確

か

に
人

の
指

と

お

ぼ

し
き

も

の
が
、

左

の
頬

を
押

し

ま

す

か
ら
頭

が
右

へ
傾

き
、

は

て

さ

て

こ
ん
ど

は
右

の
頬

を
指

が

押

し
ま

す

の

で
、

頭

が
左

へ
傾

き

ま
す
。

右

か
ら
左

へ
、

左

か
ら

右

へ
と
、

首

の
骨

で
も

折

れ
た

よ
う

に
、

ぐ

ら

り

ぐ

ら

り

と
動

き

ま

し

た
。

し

ば

ら

く
続

い
た
後

、

女

教

主

さ
ま

に
肩

を

た

た

か

れ

て
目

を
開

き
、

な

か
ば

眠

り

か
ら
覚

め

た
思

い
で
立

ち
上

り
、

う

す

ぼ

ん

や
り

で

に

っ
こ
り
顔

を

ほ

こ
ろ

ば

せ
ま

し
た
。

私

は
、

指

先

が
頬

を

押

し

た

の
を
記

憶

し

て

い
ま

す
。

す

こ
し

お
ぼ

ろ

で
あ

り

ま

し

た

が
、

頭

を
左

右

に
動

か
す

よ
う

に
仕

向

け
ら

れ

た

の

で

す

か
ら
、

嘘

で

は
あ

り

ま

せ

ん
。

肉

眼

に
見

え

な

い
も

の
、

エ
ク

ト

プ

ラ
ズ

ム
と

で
も

言

い
ま
す

か
、

否

定

で
き

な

い
感

じ
は
事

実

で
、

霊

を
知

り

は

じ
め

た
第

一
夜

の
物

語

り

で
す
。
L

こ
れ
が
、
『
の
う

そ

ん
』
と

い
う

日
伯

農

村
文

化

振

興

会

が
発
行

し

て

い
る
雑

誌

の

「
第

]
○

○
号

記

念

特

集

号

(
]
九

八

六
年

五

月

)

に
、

衣

川
笙

之

介

と

い
う

ペ

ン
ネ

ー

ム
で

「
私

の
十

字

架
」

と

い
う
題

で
寄

稿

し

た
林

田
法

人

の
告

白

で
あ

る
。

傍

で
見

て

い

た
彼

の
妻

は
、
酬
女

教

主

さ
ま

は
、
夫

の
頭

の
上

に
手

を

か
ざ

さ

れ

た

だ

け

で
、

指

で
押

し
た

り

は
な

さ

い
ま

せ

ん

で
し

た
。

指

で
押

し

た

人

は

い
な

か

っ
た

の

で
す
。
L

と
証

言

し

て

い

る
。

女

教

主

は
、
「
よ

い

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に
な

る
素

質

が

あ

る
」
と

い

っ
て
喜

ん

だ

そ
う

で
あ

る
。

次

の
金

曜

日

の
夜

九
時

頃
、

第

二
回
目

の
降

霊

が

あ

っ
た
。

彼

の
告

白

を

つ
づ

け

よ
う
。

「
女

教

主

さ
ま

に
乗

り
う

つ
ら

れ

た
慈

悲

深

い
白

色
霊

に
導

か

れ

て
来

ら

れ

た
霊

が
、

私

の
体

に
乗

り
う
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つ
ら

れ
、

初

め

て
霊

の
乗

る

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に
な

り

ま

し

た
。

乗

り

う

つ
ら

れ

る
と

き
、

全
身

が
し

び
れ
、

体

力

の
す

べ

て
が
首

の
あ

た

り

に
集

中

さ
れ
、

息

が
切

れ

る
ま

で
力

ん

で
気

が
遠

の
き
、

何

と

な

く

死

ん

で
魂

が
抜

け
出

る
感

じ

が

い
た

し

ま

し

た
。

そ

の
刹

那

、

私

の
魂

が
抜

け
、

霊

が
入

っ
て
、

体

を
支

配

す

る

わ

け

で
す
。

(宗

教

学

的

に

い
う

と
、

脱

魂

と

愚

霊

と

い
う

ト

ラ

ン

ス
状

態

に

な

っ
た

と

い
え

る
。
)

ち

ょ

っ
と

字

に
か

け

な

い
よ

う

な

い
き

さ

つ
も

交

り
ま

す

が
、

大

略

そ

ん
な
有

様

で
す

。

乗

っ
て
お
ら

れ
た

白

色

霊

が

お
帰

り

の
と

き

も
、

や

は

り
乗

ら

れ

る
と

き

と

同

じ

で
、

た

だ

し
逆

の
作

用

が

あ

っ
て
、

私

が
も

ど

っ
て
来

ま

す
。
L

こ
れ

が
、

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に
な

っ
た

と

き

の
体

験

の
告

白

で
あ

り
、

彼

は

「
他

の
霊
媒

た

ち

に
問

い
ま

し

た

ら
、

ほ

ぼ
似

た

り

よ

っ
た

り

の

状

態

の
よ

う

で
す

」

と

い

っ
て

い
る
。

林

田
法

人

に
愚

い
た
ギ

ア

(指

導

霊
)

に

つ
い

て
、

女

教

主

は

「
あ

な

た

に
愚

い
た

の
は

パ

イ

・
ト

メ

(℃
巴

↓
Q
ヨ
伽
)

で
す

」
と

告

げ

た

と

い
う
。

な

お
、

ギ

ア

が

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
に
乗

り

う

つ
る
と

き

は
、

人

体

の
ど

の
部

分

か
ら

入

る

か
と

い
う
筆

者

の
質

問

に
対

し

て
、
女
教

主

は
、
「
ヴ

ォ
ヴ

ォ

・
カ
タ

リ

ー
ナ

が
乗

り
う

つ
る
と

き

は
、

私

の
足

か
ら

で
す

が
、

霊

媒

に

よ
り
、

ギ

ア

に

よ

っ
て
異

り

ま
す

」

と

答

え

、

愚

依

し

た

と

き

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
の
脱

魂

し

た
霊

魂

の

い
る
場

所

に

つ
い

て
は
、
「
そ

の
人

の
霊

魂

は
、
必
ず

そ

の
人

の
体

の
右

側

に
寄

り
添

っ
て

い
る
」

と

い
う

答

え

で
あ

っ
た

と
、

林

田
法

人

は
手

紙

で
知

ら

せ

て
く

れ
た
。

パ

イ

.
ト

メ
は
、

ア

フ
リ

カ
南

東

部

の
イ

ン
ド
洋

に
面

し
た

モ

ザ

ン
ビ

ー
ク

の
出
身

で
、

奴

隷

に
売

ら

れ

て

=

二
歳

の
と

き
ブ

ラ

ジ

ル

の
北
部

に
渡

っ
て
働

き
、

七

四
歳

で
他

界

し
た
。

死
後

は
年

齢

を
と

ら

ぬ
か

ら
今

で
も

七

四
歳

の
老

人

の
ま
ま

で
あ

る
と

い
う

。

パ

イ

.
ト

メ

の
正
式

の
名

前

は

パ

イ

・
ト

メ

・
デ

・
モ
ザ

ン
ビ

ー

ク

(℃
Ωρ
一
↓
o
ヨ
伽
血
①
ζ

o
嶋
鋤
鵠
げ
5
=
Φ
)

で
あ

り
、

パ
イ

・
ト

メ
と

は
彼

の
働

い

て

い
た
農

場

の
人

が
呼

ん

で

い
た
通
称

で
、

彼

の
父

は

「
小

僧

」

と

い
う
意

味

で
、

「
バ

ク

ロ
」

ま

た

は

「
バ

ク
リ

ー
」

と
呼

ん

で

い
た
。

父

は

ク

ラ

ン
デ

ィ

ロ
と

し

て
、

人

々
の
病

気

を

治

し
た

り

す

る
呪

術

の
腕

が

よ

か

っ
た
と

い
う
。

父

の
真

似

を

し

て

い

る
う

ち

に
、

パ
イ

・
ト

メ

に
も

い

つ

の
間

に
か
治

病

の
力

が

備

わ

っ
て
、

も

っ
ぱ

ら
白

人

の
病

気

を
癒

し

た

り
、
悩

み
を
聞

い

た

り

す

る

こ

と

が

仕

事

と

な

っ
た
。

現

在

は
、

白

色

霊

園

(〉
『
8

&

鋤
)

に
住

み
、

供

物

を
捧

げ

て
く

れ

た

人

の
心

を

受

取

っ
て

栄
養

と

し

て

い

る
。

パ

イ

・
ト

メ

の

よ

う

な

白

色

霊

も
、

人

々
に
力

を
貸

し

な

が

ら
、

自

分

た

ち

も
修

行

を

し

て
、

霊

性

の

向

上

に
努

め

て

い
る
と
信

じ
ら

れ

て

い
る
。

林

田
法

人

の
家

に
は

コ
ン
ガ

(祭

壇

)

が

あ

る
。

図

2

の
よ

う

に
神

像

が
配

置

さ

れ

て
お

り
、

パ
イ

・
ト

メ
像

は

オ

シ

ャ
ラ

(
イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト
)

像

の
次

に
大

き
く

、

木

の
切
株

に
坐

っ
て

い

る

。林

畢

で
は
、

土

曜

日

に
パ
イ

.
-

メ

の
儀

礼

が
行

わ

れ

る
。

獅

家
族

や
数
人

の
客

が
参
加

し
て
見
守

る
中

で
、
林

田
は

ア
ベ

ル
ト
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ウ

ラ

(開
式

の
辞
)

を
読

み
、

祭

壇

に
向

っ
て
深

々
と

頭

を

下

げ
、

目

を
閉

じ
、

両

手

を

う

し

ろ

に
組

む
。

三

〇
秒

ほ

ど
経

過

し

た
頃

「
フ

ッ
、

フ

ッ
!
」

と

い
う
声

を

あ
げ

た
と

た

ん
、

パ

イ

.
ト

メ

が
愚

い
た
。

腰

を

か
が

め
、

老

人

の
よ
う

に
よ

ろ

よ

う

よ
ろ

め

き
、

咳

こ

み
な

が

ら
、

部

屋

の
入

口

の
近

く

に
用

意

さ

れ

た

ト

ッ

コ

(8
0
0
切
株

)
に
腰

を

か

け

る
。

ト

ッ

コ
は
、

輪

切

り

に
し

た
直

径

三

三

㎝
、

高

さ

二
〇

㎝
の
木

の
切

株

で
、

パ

イ

.
ト

メ

の

シ

ン

ボ

ル

で
あ

る
絵
文

字

(]℃
O
口
什
幻
一ωO
餌
『α
)

が
書

か
れ

て

い
る
。

パ

イ

・
ト

メ

の
愚

依

し

た
林

田

は
、

白

い
バ

イ

ア

の
石

(℃
o
ヨ
げ
p。
)

で
、

コ

コ
椰

子

の
実

で
作

っ
た

器

(O
o
一菰
)
に

ま

じ
な

い
の
絵

文

字

を
書

き
、

間

も

な

く

コ
イ

テ

に

マ
ラ

フ

ォ

の
火

酒

を
注

ぎ
、

そ

れ

を
飲

み
な

が
ら

白

呪

術

が
始

め

ら

れ

た
。

マ
ラ

フ

ォ

(竃

曽
鑓

,

{o
)

は
、

火

酒

三
蜂

蜜

一
の
割

合

で
混

ぜ

、

ア

ル

ー
ダ

と

い
う
薬

草

の
小

枝

が
入

っ
た

ピ

ン
ガ

(砂

糖

キ
ビ

を
原

料

に

し
た

火

酒
)

で
あ

る
。

パ

ッ
セ

(信

仰

治

療

)

は
、

さ
ま

ざ

ま

で
あ

る
。

訪

ね

て
き

た

バ

ス

の
運
転

手

は
、

頭

に
異
状

が

あ

る

よ
う

で
、

心

が
乱

れ

た

り
、

目

が
ち

ら

つ
く

こ
と

が

あ

る

の
で
、

何

と

か

し

て
欲

し

い
と

い
う
。

そ

の
男

に
対

し
、

パ
イ

・
ト

メ
は
、

一
本

の
ろ

う

そ

く

に
ま

じ
な

い
を

し

て
火

を
点

け
、

彼

の
頭

の
上

か
ら

順

次

に
ろ

う

そ

く

を

回

し
な

が
ら

足

の
先

ま

で
、

ゆ

っ
く

り
体

を
光

で
包

ん

で
ゆ

く
。

体

に
す

っ
か

り
光

を
あ

て

て
、

パ

イ

・
ト

メ
は
首

か
ら
数

珠

を

は
ず

し
、

数

珠

の
先

端

に
付

け

ら

れ

た
十
字

架

で
、

患
者

の
額

か
ら
胸

朗嬬

駿

舜
運

接

講

締醒難

∵

火

を
消

し
、

家

に
持

ち
帰

っ
て
毎

日
火

を
点

け

て
祈

り
、

済

ん

だ

ら
消

し

て
お
く

よ
う

に
L

と
言

い
渡

さ

れ
た
。

ま

た
、

息

子

と

の

折
合

い
が
悪

く

て
相

談

に
き

た

母
親

は
、

小

さ

な
祈

り

の
本

に
茶

色

の

シ

ャ
ン
ゴ

を
象

徴

す

る

ペ

ン
バ

で
表

と
裏

に
十
字

を
描

き
、

祝

福

を

こ
め
、

慈

悲

を
授

か

る

よ
う

に
祈

っ
た
本

を
、

掌

を

上

に

し

て
受

取

っ
た
。

そ

の
他

、

右

手

の
親

指

の
先

を

コ
イ

テ

の

マ
ラ

フ

ォ
で
濡

ら

し
、

訪

ね

て
き

た
人

々

の
額
、

首

、

掌

な

ど

に
十

字

を
描

い
た

り
、

足

の
不
自

由

な

人

の
ズ

ボ

ン

に
ペ

ン
バ

で
絵

文

字

を
描

い
た

り
す

る
。

三
時

間

ほ

ど
経

っ
た
頃
、

パ

イ

・
ト

メ

は

コ
イ

テ

に
残

っ
て

い

た

ピ

ン
ガ

を
飲

み
干
す

と
、

ゆ

っ
く

り
立

ち

上

り
、

祭

壇

の
前

に

進

み
、

両

手

を
後

ろ

に
組

ん

で
膝

ま
ず

き
、

静

か

に
目

を
閉

じ

た
。

「
ホ

ッ
!
」
と

い
う

声

と
共

に
、
パ

イ

・
ト

メ
は
、

つ

つ
が
な

く

そ

の
日

の
勤

め

を
終

っ
て
、

霊
媒

林

田

か
ら
抜

け
出

し

た
。

一
〇

秒

ほ
ど

で
あ

る
。

こ
の
瞬

間

の
写
真

を
見

て
、

彼

は
次

の
よ

う

に
説

明

し

た
。

【
満

身

の
力

を
振

り
絞

っ
て
息

が
切

れ

る

は
ず

み

に
、

私

の
魂

と

入

れ
替

り
ま

す
。

両
手

を

う

し

ろ

に
縛

ら

れ

た
奴

隷

の

頃

の
名

残

り

が
、

時

の
流

れ

を
超

え

て
変

る

こ
と

な

く
、

そ

の
ま

ま
再

現

さ

れ
た

の

が

こ
の
姿

勢

だ
と

思

い
ま
す

。

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
は
、

う

し

ろ

で
両

手

を
組

み
、

足

指

は

つ
ま
先

立

っ
て
、

頭

を
下

に
さ

げ
、

体

を
前

に
曲

げ

て

い
る

の
で
す
。
L
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パ

イ

.
ト

メ

の
儀

礼

に

つ

い

て

「
訪
客

の
中

の
初

心
者

は
、

現

世

利

益

を
授

か

り
た

く

て
、

い
ろ

い
ろ

な
願

い
を

こ
め

て
祈

り
ま

す
。

し

か
し
、

霊

性

が
向

上

し

て
、

い
く

つ
か

の
段

階

を

昇

っ
た

人

々
は
、

も
う

特

別

な

お
願

い
を
す

る

こ
と

は

な

い

の

で
、

ひ
た

す

ら
感

謝

し
、

お
礼

の
祈

り

を
捧

げ

る
だ

け

で
す

。

オ

リ

シ

ャ
ま

祀

り

上

げ

ら

れ

て
懸
霊

し

な

い

の

で
す

が
、

そ

の
神

像

は
神

霊

の

徳

と
力

を
思

い
出

さ

せ

る

シ

ン
ボ

ル
に
す

ぎ

ま

せ

ん
。

さ

ま

ざ
ま

な

癒

し

を
行

っ
て
下

さ

る

の

は
、

慈

悲
深

い
パ

イ

・
ト

メ
な

の

で

す
。

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
は
、

そ

の
お
命

じ

に
な

る

ま
ま

に
、

こ

の
世

で

の
お
勤

め

に
励

む

ほ

か

は
な

い

の

で
す

。

す

ば

ら

し

い
人
生

だ

か

ら
、

永

遠

へ
の
喜

び
に
胸

を

と

き

め

か

し

て

い

る

の

で
す

。

ロ
ー

ソ
ク

の
よ
う

に
、

い

つ
か
は
燃

え
尽

き

て
無

に
帰

る

の

で
は
な

い

で
し

ょ
う

か
。

そ

れ

で
も

確

か

に
燃

え

て

い
る

の
で
す
」

と

語

っ

た
。以

上

、

林

田
法

人

が
、

カ

シ
ケ

・
ト

ゥ

ピ

ー
教

会

の
パ

イ

・
ペ

ケ

ノ
と

し

て
、

ま

た
、

自

宅

に

お

け

る

パ
イ

・
ト

メ

の

カ
ヴ

ァ
ー

ロ
と

し

て
、

ど

の
よ
う

な
仕

事

を

し

て

い
る

か
を
述

べ

て
き

た
。

し

か

し
、
彼

の
活

動

の
他

の

一
面

を
見

逃

す

こ
と

は

で

き
な

い
。

そ

れ

は

詩
人

、

お

よ

び
、

小

説

家

と

し

て
、

衣

川
笙

之

介

と

い
う

ペ

ン
ネ

ー

ム

の
林

田
法

人

で
あ

る
。

そ

の
作

品

の

リ

ス
ト

は
次

の

よ
う

で

あ

る
。

ω

一
九

八

六
年

五
月

エ

ッ
セ
イ

「
私

の
十
字

架

」
、

詩

「
の
う

そ

ん

百
号

乾

盃
」
『
の
う

そ

ん
』
第

一
〇

〇
号

記

念

特

集

号

、
八

七

～

八
九

頁

。

②

一
九

八
七
年

二
月

小

説

「
刺

さ
れ
首

」

(佳

作

二
位

)
『
コ

ロ

ニ
ア
詩

文
学

』

二
四
号

、
第

四

回
武

本
文

学

賞
特

集

、

一三

～

四
三
頁

。

㈲

一
九

八

八
年

一
〇
月

エ

ッ
セ
イ

「
オ

リ

シ

ャ
ー

の
声

々
」

(金

曜

日
)

『
造

形
』

三

号

(
サ

ン
パ

ウ

ロ
詩

作

研

究

サ

ー

ク

ル
)

四

一
～

四

四
頁
。

ω

一
九

八
九
年

一
月

小
説

「
オ

リ
ヴ

ィ
ァ
」

(受
賞

作

)

『
コ

ロ

ニ
ア
詩
文

学
』

三
〇

号

、

第

六
回
武

本

文

学

賞
特

集

、

三
〇

号
記

念

文

芸

評

論

、

一
六

～

二
九

頁

。

⑤

一
九

八
九
年

八
月

エ

ッ
セ
イ

「
ピ

エ
ロ
の
た

わ
ご

と
抄

」

『
コ

ロ

ニ
ア
詩
文

学

』

三

二
号

、

随
筆

特

集

、

八

五
～

八

八
頁
。

こ

の
ほ

か
、
詩

集

と

し

て

『
七
色

の
壷
』

(
一
九

八
七
年

、
妖
洞

院

書

房

発

行

)

が

あ

る
。

一
九

八

二
年

に
専

門

詩

誌

『
亜

熱
帯

』

第

二
四
号

に

「
百

八
十
度

」

と

「
道
化

街

道

」

が
掲

載

さ
れ

て
以

来
、
『
亜

熱

帯
』
に
欠

か

さ
ず

寄

稿

し

て
き

た
作

品

の
集

大

成

が

こ

の
詩

集

で
あ

る
。

友

人

の
横

田
恭

平

は
序

文

に

「
通
観

す

る

に
、

林

田

さ
ん

の
作

品

は
異

常

で
あ

る
」
と

書

き
、
「
詩

美

の
追

求

者

と

し

て
、
表

現

の

新

鮮

さ

を
失

う

ま

い
と

す

る
作
者

の
努

力

は
、

作

品

に

に
じ

み
出

る

そ

の
人

柄

を
誠
実

さ
と
相

侯

っ
て
、

読
者

に
和

や

か
な

愉

悦
感

を
与

え

る
」
と

し
、

「
た

の
し

い
詩

の
書

き
手

林

田

さ

ん
」
と
述

べ

て

い

る

。
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ま

た
、

武

本
文

学

賞

の
選

者

で
あ

る
伊

那

宏

は
、

「

オ

リ
ヴ

ィ

ァ
」

の
世
界

は
文

学

か
L
と

い
う

評
論

(『
コ

ロ

ニ
ァ
詩

文
学

』
第

三

二
号

、

一
九

八
九
年

八
月

)

に
お

い
て
、

「
刺

さ

れ
首

」
と

「
オ

リ
ヴ

ィ

ァ
」

の
主

人

公

ル
イ

・
ナ

ミ

キ

は
、

衣

川

笙
之

介

と

い
う

作

者

の
分
身

で
あ

る
と
言

う

よ

り

も
、

彼

そ

の
も

の
と
言

っ
た
方

が
適

切

で
、

言

う

な

れ

ば
作

者

は

「
自

己
体

験

記

」

を
小

説

化

し

て

い
る

の

で
あ

る

と

評

し

て

い
る
。

「
青

年

時

代

記

憶

喪

失

症

に

か

か

っ
た

と

い
う

彼

に
は
、

土

に
ま

み

れ

て
成

長

し
た

自
分

の
姿

が
蘇

ら
ず

、

従

っ
て
、

作

品

の
中

で
そ

れ

ら

し

き
情

景

を
繰

り
広

げ

る

こ
と

が
出
来

な

い
。

出
来

る

こ
と

は
、

そ

れ

以
後

の
記

憶

に

関

連

し

た
事

柄

を
作

品
化

す

る

こ
と

だ

け

で
、

手

っ
と

り
早

い
と

こ
ろ
現

実

の
日
常

生

活

を
描

い
て
見

る

の
が
、

彼

に
出
来

る
文

学

作

業

で

あ

っ
た

の
だ
。

彼

の
書

く
作

品

が
宗

教

臭

を
持

っ
て

い
る

の
は
、

だ

か

ら
ご

く
自

然

の

ス
タ
イ

ル
で
あ

っ
て
、

そ

乙

に
何

か

宗

教

的

目
的

が

あ

る
と

考

え

る

の
は
穿

っ
た
見

方

と

な

る
。

彼

は
、

文

学

す

る
人
誰

も

が

す

る

よ

う

に
、

自

己

体

験

を
土

台

に
し

て

一

つ

の
物

語

り

を
構

築

し

て

い

る

に
過

ぎ

な

い

の

で
あ

る
」
。

彼

は
、

衣

川
作

品

に
は
宗

教

宣

伝

の
邪

心

が
な

い

こ
と

を

認

め
、

「
何

よ

り
筆

致

が

ひ
た

む

き

で
、

読

後

感

に
は
或

る
種

の
快

さ
が

あ

る
。

た

だ

し
、

高
度

な
文

学

的

な
感

銘

と

い

っ
た
類

の
も

の
と

は
異

質

な

、

言

っ
て
見

れ
ば
、

霊

を

媒
介

す

る
人

物

の
そ

れ
故

の
悩

み
と

い

っ
た

も

の
が

か
す

か
な

感

銘

に
似

た
形

で
胸

の
中

に
残

る
」

と

い
う
。

「
作

品

の
裏

面

や
底

辺

に
横

た

わ

っ
て

い

る
作

者

の
実

生

活

と

の
関

わ
り

が
解

明

で
き

る
と
、

全
体

を
覆

っ
て

い
る
怪

し

げ

な
臭

み
が
取

除

か

れ
、

そ

こ
に
は

ク

ラ

ン
デ

ィ

ロ
作

家

の
書

い
た

日
常

小
説

が
、

ま

っ
た
く

の
異
文

化

の
衣

を
ま

と

っ
て
浮

上

し

て

い
る

こ
と

に
気

づ

く

は
ず

で
あ

る
。

単

な

る
奇
蹟

物

語

で
は
な

く
、

奇

蹟

を
呼

び
起

こ
す

ま

で

の

一
人

の
人

間

と

し

て

の
ク

ラ

ン
デ

ィ

ロ

の
姿

が
、

文

学

的

プ

ロ
セ

ス
を
経

て
展
開

さ

れ

て

い
る

こ
と

が

解

る
は
ず

で
あ

る
。
L

と

し
、

「
今

後

こ

の
テ

ー

マ
を
、

シ
リ

ー
ズ

と

し

て
更

に
書

き

つ
な
ご

う

と

す

る
場

合

、

霊

を

つ
き
放

し

た

と

こ
ろ

で
ク

ラ

ン
デ

ィ

ロ

・
ル
イ

・
ナ

ミ

キ
を
、

ど

こ
ま

で
人

間

と

し

て
扱

い
き

れ

る

か

が
成
功

の
鍵

と

な

ろ

う
。
」

と
述

べ
、

「
作

者

は
、

霊

を

つ
き
放

し

た
後

の
も

ぬ

け

の
殻

と

な

っ
た
自

身

の
内

面

を

じ

っ
く

り
と
見

つ
め
直

し

て

み
る

こ
と

が
、
今

、

作

者

衣

川

笙

之
介

の
何

よ
り

も

や

る

べ
き
文

学
作

業

で
は

な

か
ろ

う

か
」

と
結

論

し

て

い
る
。

文
学

者

林

田
法

人

に
対

す

る
好

意

的

で

は

あ

る
が
厳

し

い
批

判

で
あ

る
。

一
九

八
九

年

の
夏
、

林

田
自

身

は
、

こ

の
本

を
筆

者

に

「
今

ま

で

の
書

き
方

で
は
駄

目

だ

そ
う

で
す
」

と

少

し
淋

し
気

に

微

笑

し

な

が

ら
、
「
奇

遇

」
と
題

し

た

の
う

そ

ん
小

説

賞

の
落

選

原

稿

と

一
緒

に
手

渡

し

て
く

れ
た
。

「
刺

さ

れ
首

」

「
オ

リ
ヴ

ィ

ァ
」

「
奇

遇

」

は
、

ク

ラ

ン
デ

ィ

ロ
と

し

て
、

求

め

に
応

じ

て
遠

方

ま

で
治

病

に
出

か
け

て
行

き
、

悪

霊

に
愚

か

れ
た
人

や
足

の
不

自

由

な
少

女

な

ど

を
治

療

し

た
体

験

を
小

説

に
書

い
た

も

の

で
あ

る
。

筆

者

は
、

こ
れ

ま

で
、

ク

ラ

ン
デ

ィ

ロ
だ
け

が

わ

か
る
貴

重

な
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体

験

を
記

録

と

し

て
残

し

て
欲

し

い
と

激

励

し

て
き

た

し
、

小

説

に
書

か
れ

た

と

き

に
は

ど

の
程
度

の

フ

ィ

ク

シ

ョ
ン
が
加

わ

っ
て

い
る

か
と
遠

慮

な

く
質

問

し

て
、

事

実

と
記

述

と

の
違

い
を

明
確

に
す

る

こ
と

に
努

め

て
き

た
。

彼

も
率
直

に
質

問

に
答

え

て
く

れ

た
。

宗

教

学

を
専

攻

す

る
筆

者

に
と

っ
て

は
、

林

田
法

人

は

か

け

が

え

の
な

い
イ

ン

フ

ォ

ー

マ
ン
ト

で
あ

る
。

文

学
者

衣

川

笙

之

介

の
大

成

は
、

筆

者

に

は
直

接

の
関

心
事

で

は
な

い
。

し

か

し
、

彼

が
作

品

を
続

々
と
発

表

し

て
く

れ

る

こ
と

は
、

資

料

が
ま

す

ま

す

増

加

す

る

こ
と

に
な

る

の

で
、

大

歓

迎

で
あ

る
。

本
稿

に
も
、

衣

川
笙

之

介

の

エ

ッ
セ
イ

や
小

説

を
利

用

し

た

が
、

林

田
法

人

に
事

実

を
確

か
め

た
上

で

の
記

述

で
あ

る

こ
と

を
付

言

し

て
お

く
。
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に

国 際 経 営 フ ォ ー ラ ムNo.1

ウ

ン
バ

ン
ダ

に

つ

い
て

は
論

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ
と

が
多

く

残

さ
れ

て

い

る
。

…愚

霊
現

象

、

シ

ャ

マ
ニ
ズ

ム
、

シ

ン
ク

レ
テ

ィ
ズ

ム
な

ど

の
ほ

か
、

ウ

ン
バ

ン
ダ

の
成

立

と
展

開
、

社
会

と

の

関

係

、

将

来

へ
の
展

望

な

ど

に

つ

い

て
述

べ

る

に
は
、

枚

数

も

限

ら

れ

て

い
る

の
で
、

カ

シ
ケ

・
ト

ゥ
ピ

ー
教

会

の
実
態

の
報

告

に

と

ど

め

た
。

マ
ン

エ

・
デ

・
サ

ン
ト

を
敬

愛

し
奉

仕

に
徹

底

し

て

い
る

日
系

人

の
パ

イ

・
ペ
ケ

ノ
林

田
法

人

に
対

し
、

衷

心

よ

り
感

謝

し
、

こ
の
稿

を
終

り

た

い
。
(
ふ
じ
た

・
と

み
お
/
経
営
学
部
教
授
)
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